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私の描く夢に向かって「自分づくり」の毎日を

コズモラマ

経済学部 経済学科2年  近藤博紀さん ＜P.7に記事掲載＞

Vol.92NGU NEWS
名古屋学院大学情報誌

50周年記念行事
開催報告
2015年4月
新しい学び、誕生。
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50周年記念棟建設募金と
教育研究振興資金募金のお礼
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2014年　大学創立50周年
記念事業・イベントのご紹介
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8学部11学科体制へ

5 2014年度 父母懇談会を終えて・
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2014年度 父母会総会開催
2013年度 同窓会決算書

11

10 私の講義日誌#1

「理学療法士として最も必要な、理論的な
思考の修得を促します」

………………………佐藤 菜穂子

瀬戸キャンパス

体育館リニューアル

名古屋学院大学は、1887年に米国メソジストプロテスタント教会の宣教師F.C.クライン博士により創設
された私立名古屋英和学校を前身として1964年に開学し、2014年10月15日に創立50周年を迎えました。
名古屋学院大学では、大学創立50周年を記念して、様々な記念事業・イベントを展開しております。

　
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
白
鳥
学
舎
チ
ャ
ペ
ル
で
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。髙
見
伊
三
男
宗
教
部
長
の
祈
祷
に
続
き
、

「
命
の
こ
と
ば
」と
題
し
て
学
校
法
人
同
志
社
理
事
長
の

水
谷
誠
先
生
に
よ
る
説
教
と
祈
祷
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

大学創立50周年記念事業のひとつとして、名古屋学院大学
創立50周年記念カレッジソング「LOOK FORWARD ～ 
未来をともに」を制作しました。建学の精神「敬神愛人」をベー
スに、これからの時代を生きる学生への想いを込めたメッセー
ジソングとして、本学卒業生の青木さやかさんが自身の体験
を踏まえ書き上げた詞に、作曲家池田陽介さんの曲を合わ
せ、名古屋学院大学アカペラサークルに所属する学生のコー
ラスにより完成、創立50周年記念祝賀会にて披露され青木
さやかさんと学生によるコーラスで会場を盛りあげました。

（なお今回のカレッジソング制作にあたり、ＮＧＵエグゼクティブ同
友会会員の方々からご協賛をいただいております。　　　　　　 ）

2014年 大学創立 周年
今回のリニューアルでは、アリーナに空

調機を新設したり、床を国際大会で使用さ
れるタラフレックスシートにするなど大規模
なリニューアルを行いました。今後、授業等
教育の場ではもちろん、地域の方々に対し
て、健康運動教室を開催する等、地域・社
会貢献の場としても期待されます。 10

月
15
日（
水
）

大
学
創
立
50
周
年
記
念
礼
拝

10
月
25
日（
土
）

創
立
50
周
年
記
念
式
典・講
演
会・祝
賀
会

現在、名古屋キャンパスでは50周年事業
として、新棟「希館」の建設を進めています。
学生支援の拠点となる教育学習センター・学
生支援センター、学生が自主的に活動するス
ペース等を集約し、よりいっそう充実した教育
環境を整えます。（2015年1月完成予定）

建設中の希館

名古屋キャンパス

50周年記念棟  「希館」建設中
のぞみ

大学創立50周年記念カレッジソング
「 LOOK FORWARD～未来をともに」
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C o n t e n t s

　
式
典
に
続
き
、藤
原
正
彦
氏（
お
茶
の
水
女
子
大
学
名

誉
教
授
）を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、「
日
本
人
の
心
を
取

り
戻
す
」と
題
し
た
記
念
講
演
会
を
開
催
、来
場
者
は
熱

心
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　
記
念
祝
賀
会
で
は
、髙
見
宗
教
部
長
の
祈
り
に
続
き
、

木
船
久
雄
学
長
の
挨
拶
、増
岡
錦
也
瀬
戸
市
長
、椙
山

正
弘
愛
知
県
私
立
大
学
協
会
会
長
、デ
ィ
ビ
ッ
ド・カ
ー

ソ
ン・コ
ー
大
学
理
事
長（
米
国
）よ
り
ご
祝
辞
を
賜
り
ま

し
た
。会
で
は
名
古
屋
学
院
大
学
50
年
の
歩
み
を
振
り
返

る
映
像
や
、大
学
創
立
50
周
年
記
念
カ
レ
ッ
ジ
ソ
ン
グ

「LO
O

K FO
RW

A
RD

〜
未
来
を
と
も
に
」の
楽
曲
披

露
が
さ
れ
、作
詞
を
手
が
け
た
本
学
Ｏ
Ｇ
で
タ
レ
ン
ト
の

青
木
さ
や
か
さ
ん
が
登
場
す
る
な
ど
和
や
か
な
雰
囲
気

の
う
ち
に
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

　
ウェス
テ
ィ
ン
ナ
ゴ
ヤ
キ
ャッ
ス
ル
に
お
い
て
挙
行
い
た
し
ま

し
た
。

多
数
の
来
賓・招
待
者
の
方
々
を
お
迎
え
し
、教
職
員
、教
職

員
Ｏ
Ｂ
を
含
め
約
6
0
0
名
が一同
に
集
い
創
立
50
周
年
を

祝
い
ま
し
た
。

記
念
式
典
で
は
、髙
見
伊
三
男
宗
教
部
長
に
よ
る
聖
書
朗

読
、稲
垣
隆
司
理
事
長
に
よ
る
式
辞
の
後
、丹
羽
秀
樹
文
部

科
学
副
大
臣（
代
理：吉
田
大
輔
高
等
教
育
局
長
）、大
村
秀

章
愛
知
県
知
事
、河
村
た
か
し
名
古
屋
市
長
、楠
見
晴
重
日

本
私
立
大
学
連
盟
副
会
長
よ
り
ご
祝
辞
を
賜
り
ま
し
た
。稲垣隆司理事長による式辞

祝賀会 藤原正彦氏による講演
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スポーツ健康学部国際文化学部現代社会学部

《
大
学
創
立
50
周
年
記
念
特
設
サ
イ
ト
の
開
設
》

現代社会学科

現代社会の求める知性と
社会を動かす力を

※経済学部総合政策学科の実績を継承し
学部へ発展

※外国語学部中国コミュニケーション学科・
国際文化協力学科の実績を継承し学部へ発展

経済学部

法学部

商学部

外国語学部

スポーツ健康学部（スポーツ健康学科）

リハビリテーション学部

世界を広く見通せる
国際的視野を持った社会人に

スポーツに精通した
小学校・幼稚園教諭を育てる

国際文化学科／国際協力学科

2015年4月 新しい学び誕生、8学部11学科体制へ。
教育・研究・社会貢献においてさらに飛躍し、高い志と豊かな国際感覚を備えた社会の発展に貢献する人材を育成していきます。

経
済
学
部

「
卒
業
研
究
発
表
会（
公
開
審
査
会
）」

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
Ａ
Ｉ
Ｐ（
エ
イ
ジ
ン
グ・イ
ン・プ
レ
イ
ス
）

社
会
の
実
現
に
向
け
て
」

ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
部
講
演
会

「
ア
ン
チ・ド
ー
ピ
ン
グ
活
動
へ
の
支
援

│
ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
部
が
果
た
す
役
割
と
使
命
」

法
学
部

「
模
擬
裁
判
員
裁
判
」

経
済
学
部

「
Ｎ
Ｇ
Ｕ
学
生・

政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

名古屋市熱田区に本店をかまえる
老舗和菓子店「亀屋芳広」と
コラボレーションし、名古屋学院大学

「みつばちプロジェクト」のハチミツを
使った菓子を開発。

《
名
古
屋
学
院
大
学
グ
ッ
ズ
作
成
》

【サイトトップ画面】
名
古
屋
学
院
大
学
理
事
長
、学
長
の
ご
あ
い
さ
つ
を
は
じ
め
と
し
、

卒
業
生
の
方
々
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
掲
載
。

50
年
の
歩
み
の
ほ
か
、記
念
事
業
・
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
も

掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 敬

神
愛
人
の

系
譜
展

論
集
50
周
年
記
念
号
発
行

7
月
31
日
刊
行
：
社
会
科
学
篇
、人
文
・
自
然
科
学
篇

9
月
30
日
刊
行
：
言
語
・
文
化
篇
、

 

医
学
・
健
康
科
学
・
ス
ポ
ー
ツ
科
学
篇

Ｅ
Ｓ
Ｄ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

11
月
に
名
古
屋
国
際
会
議
場
で
開
催
さ
れ
た
Ｅ
Ｓ

Ｄ
ユ
ネ
ス
コ
世
界
会
議
に
ち
な
ん
で
、テ
ー
マ
を

“

Ｅ
Ｓ
Ｄ（
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
教
育
）“

と
し
、様
々
な
ス
テ
ー
ジ
企
画
を
開
催
。

ｉ-

Ｌ
ｏ
ｕ
ｎ
ｇ
ｅ

熱
田
区
民
ま
つ
り
に
お
け
る

子
供
向
け
イ
ベ
ン
ト

「
海
外
か
ら
の
留
学
生

と
あ
そ
ぼ
う
」

留
学
生
紹
介
パ
ネ
ル
展
示

本
学
の
留
学
制
度
、国
際
教
育
の

内
容
を
地
域
の
方
々
に
知
っ
て

頂
く
こ
と
を
目
的
に
開
催
。

法
学
部
1
・
2
年
生
が
、公
判
・
裁
判
員
に
よ
る

評
議
を
展
開
。

今
年
度
共
通
テ
ー
マ

「
若
者
が
担
う『
観
光
ま
ち
づ
く
り
』

の
か
た
ち
を
探
る
」

大
学
院
講
演
会

10月26日（日）

11月22日（土）12月3日（水）

11月1日（土） 7月26日（土）

10月12日（日）

10月12日（日）10月18日(土)10月19日（日）

パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

国
内
外
で
活
躍
中
の
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト

椎
名
雄
一
郎
氏
に
よ
る
演
奏
。

10月11日（土）

商
学
部

「
Ｐ
Ｏ
Ｐ
コ
ン
テ
ス
ト

50
周
年
記
念
バ
ー
ジ
ョ
ン
」

今
年
度
は
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
部
門
を
新
設
。

7月16日（水）～10月24日（金）

大
学
創
立
50
周
年・

外
国
語
学
部
開
設
25
周
年

「
Ｎ
Ｇ
Ｕ

国
際
文
化
祭
」

NGU
ポロシャツ

NGU
フェイス
タオル

NGU
ミニトート
バッグ

http://www.ngu.jp/anniv50th/

NEW

こどもスポーツ
教育学科

NEW

NEW

・
経
済
経
営
研
究
科

租
税
法
律
主
義
の「
創
造
的
」展
開

　
〜
税
法
に
お
け
る「
法
に
基
づ
く

 

法
創
造
」試
論
〜

谷
口
勢
津
夫
氏

　
　（
大
阪
大
学
大
学
院
高
等
司
法
研
究
科
教
授
）

・
外
国
語
学
研
究
科

小
学
校
英
語
の
教
科
化
と「
英
語
の

授
業
は
英
語
で
」は
同
根
の
過
ち

　
〜
言
語
の
認
知
科
学
の
視
点
か
ら
考
え
る
〜

大
津
由
紀
雄
氏

　
　（
明
海
大
学
副
学
長
・
外
国
語
学
部
教
授
、慶
応
義
塾
大
学
名
誉
教
授
）

名古屋学院大学
カステラスク

11
月
末
日
ま
で
名
古
屋

キ
ャ
ン
パ
ス
チ
ャ
ペ
ル

に
て
開
催
。

建
学
の
精
神「
敬
神
愛
人
」

書
額
を
集
め
て
解
説
。

創
立
者
ク
ラ
イ
ン
夫
妻

と
大
学
の
50
年
の
歩
み

を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル
も

併
せ
て
展
示
し
ま
し
た
。

創
立
50
周
年
記
念
樹

 
 「

モ
ミ
ノ
キ
」を
植
樹

「
モ
ミ
ノ
キ
」を
創
立
50
周
年
記
念
樹
と
し
て
植
樹

し
ま
し
た
。

ま
た
、名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
チ
ャ
ペ
ル
庭
園
の
一
角
に

バ
イ
ブ
ル
ガ
ー
デ
ン
を
設
置
し
、聖
書
に
ち
な
ん
だ

オ
リ
ー
ブ
な
ど
の
植
物
を
植
え
て
い
ま
す
。

▲本学留学生別科生も参加。
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50周年記念棟建設募金と
教育研究振興資金募金のお礼

教職員関係 〈8件〉1,730,000円
占部憲一
岡田千尋 匿名希望1件
三井哲 伊藤信義 木下政宣 阿部太郎
匿名希望1件 

50万円以上
30万円以上40万円未満

10万円未満

企業・その他 〈3件〉200,000円
伊藤嘉浩
株式会社フードオブライフ 三杉地所株式会社

10万円以上20万円未満
10万円未満

※順不同

在校生父母関係 〈73件〉1,128,200円 教職員関係 〈69件〉6,130,000円
岸田賢次
草野勝彦 山田晴彦 匿名希望1件
加藤高明 清水良郎 児島完二 程鵬
松村邦彦 坪田暢允 伊深大示 R.T.ダナヒュー
高橋公生 内藤和美 秋元浩一 姜喜永 
遠藤賢治 増田喜治 出口博也 長瀬賢俊 
飯田重美 清水勲 遠藤あおい 名城邦夫 
横山輝久雄 小嶋博 匿名希望4件
小竹佑典 種田陽一 林善義 井澤知旦
榎澤幸広 城由起子 船井純平 丹羽利男
髙木直人 宮坂清 加藤和良 伊藤幹
柴田勇紀 西寺雅也 杉原啓公 三浦禄朗
吉田宜路 クレイトンキャンベル 川越めぐみ
白金裕基 伊藤ゆり子 瀧井美津 木棚照一
山下眞弘 大原寛史 三谷真以 早川祐一
伊藤幹 田中智麻 江利川良枝 三浦哲男
工藤泰三 紅林彩音 大澤隆志 匿名希望4件 

10万円以上20万円未満
10万円未満

同窓生 〈6件〉490,000円
30万円以上40万円未満
10万円以上20万円未満

10万円未満

50万円以上
30万円以上40万円未満
20万円以上30万円未満

10万円以上20万円未満

10万円未満

企業・法人 〈8件〉4,700,000円
トーヨーベンディング株式会社 株式会社文教 丸善株式会社 名古屋支店 株式会社マスターシステム
株式会社中京銀行
株式会社マイセック 佐川印刷株式会社
株式会社ホンダカーズ三重東 

50万円以上
20万円以上30万円未満
10万円以上20万円未満

10万円未満

50周年記念棟建設募金にご賛同いただき、ご寄付いただきました
皆様方に心から感謝申し上げます。
2014年度前期の募金につきまして、寄付者ご芳名（敬称は略させていただきました）を
まとめさせていただきました。
また、名古屋学院大学では、継続して教育・研究の充実、発展に必要な経費及び施設拡充のため

「教育研究振興資金」へのご協力を広くお願いしております。
これからもご協力をよろしくお願い申し上げます。

匿名希望1件
竹村正明 杉田光彦 中井伊太朗
林栄次 竹井享介 近藤繁生
安田充一 山内富雄 鈴木義之
山林準一 舩橋博 佐野信秀
古謝克幸 寺部吉治 渡邉良美
森山絹子 池田要夫 伏黒航平
本間幸夫 松井茂樹 小澤之成
六田正紀 吉田慶敏 池田英一郎
出仙秀吉 鈴木敦 伊藤文明
金谷康正 宇佐美浩司 船橋聖史
古市政典 青山龍蔵 片村眞一郎
伊藤剛 坂本準一 杉岡政則
北村浩一 北垣清政 磯村文一
齋藤弘 伊藤淳司 松田清志
横井英明 矢田吉隆 陸浦孝
紺井裕元 田中千秋 加藤千津人
酒井秀明 吉田好俊 川村佳弘
藤井浩 河合伸治 奥山修康
石塚辰幸 佐々木祥内枝 山下征夫・智征
匿名希望15件

伊藤忠治
柴田哲冶
杉野祐敬 山本紳司 菊池浩
匿名希望1件

50周年記念棟建設募金 （2014年4月1日～2014年9月30日受付分） 〈157件〉 22,448,200\

教育研究振興資金募金 （2014年4月1日～2014年9月30日受付分） 〈11件〉 1,930,000\

同窓会 〈1件〉10,000,000円
名古屋学院大学同窓会

学
部
長
表
彰
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た

学
業
成
績
優
秀
者
101
名
を
表
彰
。

2014年度学部長表彰者

本
学
に
は
、学
業
・ス
ポ
ー
ツ・
文
化
・
社
会

活
動
を
通
じ
て
顕
著
な
成
果
を
あ
げ
た
学

生
を
表
彰
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。6
月
11

日（
水
）に
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
と
瀬
戸
キ
ャ
ン

パ
ス
の
チ
ャ
ペ
ル
で
、昨
年
1
年
間
の
学
業
成

績
優
秀
者
お
よ
び
模
範
学
生
を
表
彰
す
る

「
学
部
長
表
彰
」が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
で
は
、各
学
部
長
が
祝
辞
を
述
べ
た

後
、表
彰
者
へ
の
表
彰
状
と
学
業
奨
励
金

（
図
書
券
）が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
も
学
生
の
本
分
で
あ
る
学
業
を
中

心
に
充
実
し
た
学
生
生
活
を
送
る
よ
う
期

待
し
て
い
ま
す
。

２
０
1
4
年
度

今
年
度
の
父
母
懇
談
会
は
、9
月
13
日（
土
）、

名
古
屋
、瀬
戸
の
両
キ
ャ
ン
パ
ス
会
場
に
お
い
て
開

催
い
た
し
ま
し
た
。各
会
場
と
も
、各
学
部
長
よ

り
本
学
の
近
況
と
将
来
展
望
に
つ
い
て
報
告
が
あ

り
、そ
の
後
、教
職
員
と
の
懇
談
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

学
修
状
況
や
、就
職
活
動
、留
学
制
度
に
つ
い
て
、

熱
心
に
ご
相
談
さ
れ
る
ご
父
母
の
姿
が
見
ら
れ
ま

し
た
。

ま
た
、地
方
会
場
と
し
て
、浜
松
、四
日
市
、大

垣
、金
沢
の
４
会
場
を
設
定
し
、大
学
会
場
と
ほ

ぼ
同
様
の
内
容
に
て
、ご
父
母
の
皆
様
と
お
話
さ

せ
て
い
た
だ
く
貴
重
な
機
会
を
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

次
年
度
も
多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

よりよい学習環境づくりに
       みなさまの声を活かします  

■会場別参加状況

浜松会場（オークラアクトシティホテル浜松）

四日市会場（四日市都ホテル）

岐阜会場（ロワジールホテル大垣）

金沢会場（金沢都ホテル）

大学会場（名古屋キャンパス）

大学会場（瀬戸キャンパス）

55名

39名

33名

29名

239名

119名

合　計

会　場 人数

514名

2014年度

父母懇談会
を終えて

9月
6日（土）

9月
13日（土）

日 程

［経 済 学 部］
4 年生 近野 凌汰 坂中 結城 佐野 欣普 中村 綱希 松永 将嗣
 三浦 菜摘 村瀬 伊織 横田 一樹 内山 智晴 郡山 怜巳
 水上 麻理 齋藤 龍佑
3 年生 安達 悠人 石田 修一 井ノ口 愛理 岩﨑 望 小田 亮成
 木下 裕子 佐分 友祐 高田 愛実 永田 真大 山口 寛治
 木村 公彦 伊藤 成美  中村 勇貴 藤吉 由佳
2 年生 森山 春樹 高木 択斗  田中 勇貴 塚本 まり子 中村 賢人
 水谷 健人 宮川 結衣 森川 晃太 伊藤 元希 岩田 淳志
 久保 友紀 吉田 遼太

［商 学 部］
4 年生 小寺 諒太 長瀬 まりこ 根尾 雅人 松本 彩菜夏 水野 量平
 菊川 正人 木村 公輝 小寺 宏幸 
3 年生 青木 将貴 市原 里奈 稲垣 結子 小栗 拓 面曽 修平
 廣瀬 茉以子 鵜飼 将光 黒木 亮臣  滝口 康太朗
2 年生 青木 友香 阿部 汐里 大久保 桃子 片岡 卓也 
 佐藤 真寛 伊藤 綾花 今泉 瑛暉 大場 祥之 森 隆星 

［法 学 部］      
2 年生 河合 真子 杉山 菜那 古橋 正光 柳田 俊鷹  

［外国語学部］      
4 年生 小栗 海渡 加藤 大幾 田口 愛菜 田中 琢己
 堀田 久恵 井田 千尋
3 年生 畦畑 美帆 木下 眞菜 鈴木 美海子 中山 バレンシア
 實安 笑里 小林 祐子
2 年生 川村 有香 木下 正章 中村 将大 野村 勇士
 青木 佑理子 山口 莉穂      

［スポーツ健康学部］      
4 年生 橋口 孝太 伴 菜摘 福井 美樹   
3 年生 神田 知輝 小林 加奈 西田 和真   
2 年生 上原 明香 熊谷 瞭 清水 咲記   

［リハビリテーション学部］      
4 年生 栗田 有里子 黒田 知恵    
3 年生 柴田 昌輝 松田 輝宝    
2 年生 酒井 一輝 田中 しおり    以上 101名
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CMYK



26.10.30
後藤

26.11.12
秋山

26.11.15
ひぐち

26.11.18
田畑

26.11.19
奥村

26.11.20
後藤

2014年度主な就職内定企業状況
（9月30日現在）

就
職
環
境
に
つ
い
て

　

2
0
1
4
年
度
の
就
職
環
境
は
、全
国
的
に
好

転
傾
向
に
あ
り
ま
す
。リ
ク
ル
ー
ト
ワ
ー
ク
ス
社
の

調
査
に
よ
る
と
、大
学
生
・
大
学
院
生
を
対
象
と
す

る
求
人
総
数
は
、2
0
1
2
年
度
55
．4
万
人
↓

2
0
1
3
年
度
54
．4
万
人
↓
2
0
1
4
年
度

68
．3
万
人
と
、今
年
度
は
大
幅
に
増
加
し
ま
し

た
。求
人
倍
率（
求
人
総
数
／
学
生
の
民
間
企
業
就

職
希
望
者
数
）も
、1
．27
倍
↓
1
．28
倍
↓
1
．61

倍
と
大
幅
に
上
昇
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
、ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
始
ま
り
、東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
開
催
や
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
計
画
な
ど
景

気
動
向
の
先
行
き
に
明
る
さ
が
見
え
始
め
た
こ
と

に
よ
り
、企
業
側
の
採
用
活
動
が
活
発
化
し
た
も
の

と
考
え
ら
れ
ま
す
。2
0
0
8
年
秋
に
起
こ
っ
た

リ
ー
マ
ン
シ
ョッ
ク
以
降
、厳
し
い
採
用
環
境
が
続
い

て
お
り
ま
し
た
が
、今
年
度
は
急
激
に
好
転
し
ま
し

た
。こ
の
た
め
、企
業
側
の
選
考
基
準
に
も
若
干
の

緩
和
が
見
え
て
き
て
お
り
ま
す
が
、量
よ
り
も
質
を

重
視
す
る
傾
向
は
依
然
継
続
し
て
お
り
ま
す
。

本
学
学
生
の
状
況

　
本
学
の
就
職
状
況
は
、2
0
1
4
年
3
月
卒
業
生

の
就
職
決
定
率
が
98
．3
％
と
な
り
、リ
ー
マ
ン

シ
ョッ
ク
以
降
順
調
に
回
復
し
て
お
り
ま
す
。ま
た
、

４
年
生
に
つ
い
て
も
、９
月
末
現
在
の
内
定
報
告
が

64
．7
％
で
前
年
同
時
期
と
比
べて
13
．2
％
の
上
昇

と
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、求
人
社
数
に
つ
い
て
も
、

2
0
1
1
年
度 

5
，4
2
0
社
↓
2
0
1
2
年
度 

6
，4
7
0
社
↓
2
0
1
3
年
度 

7
，3
2
7
社
と

増
加
し
て
お
り
、今
年
度
に
つ
い
て
も
9
月
末
時
点

で
7
，5
8
2
社
と
な
っ
て
お
り
、前
年
同
期
比
23
．

5
％
の
増
加
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。現
在
ま
で
の
主
な

内
定
先
は
下
記
の
通
り
で
す
。

　
就
職
決
定
率
・
求
人
社
数
と
も
に
順
調
に
増
加
し

て
お
り
、2
0
0
0
年
以
降
過
去
最
高
の
状
況
を
迎

え
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。１０
月
以
降
も
求
人
票
は

順
調
に
届
い
て
い
ま
す
の
で
、就
職
活
動
中
の
み
な
さ

ん
は
、キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
と
連
携
を
と
っ
て
積
極
的

に
活
動
し
て
く
だ
さ
い
。

有
意
義
な
学
生
生
活
を
！！

　

現
代
の
企
業
が
求
め
て
い
る
の
は
学
力
や
専
門

知
識
だ
け
で
は
な
く
、移
り
変
わ
り
が
激
し
い
社
会

の
中
で
環
境
の
変
化
に
対
応
が
で
き
、自
分
で
判
断

し
て
行
動
で
き
る
自
律
型
の
人
間
で
す
。こ
の
自
律

と
は
自
己
管
理
が
で
き
、自
ら
が
問
題
を
発
見
し
て

解
決
策
を
導
い
て
い
け
る
こ
と
で
す
。そ
し
て
、幅
広

い
年
代
の
人
と
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
、説

得
力
の
あ
る
論
理
的
な
考
え
方
が
で
き
る
人
間
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、そ
れ
は
就
職
活
動
の
時
期
に
な
っ
て
突

然
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。大
多
数
の
学
生

は
、大
学
時
代
が
社
会
へ
巣
立
つ
最
終
段
階
に
な
り

ま
す
。将
来
の
自
分
を
見
す
え
な
が
ら
学
生
生
活
で

の
目
標
を
持
ち
、達
成
す
る
た
め
の
努
力
と
積
極
的

に
行
動
し
有
意
義
な
学
生
生
活
を
送
る
こ
と
が

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
形
成
に
つ
な
が
り
、厳
し
い
環
境
の

中
で
も
自
己
実
現
を
達
成
さ
せ
る
大
き
な
ス
テ
ッ
プ

と
な
る
で
し
ょ
う
。

〔建設業〕

〔製造業〕

〔卸売業〕

〔小売業〕

〔金融業〕

〔不動産業〕

〔航空・運輸・通信業〕

〔サービス業〕

〔 公 務 員 〕

積水ハウス㈱、大東建託㈱、住友林業㈱、セ
キスイハイム中部㈱、ファースト住建㈱、㈱ガイ
アートT・K など

アストラゼネカ㈱、井村屋グループ㈱、日本食
研ホールディングス㈱、㈱フジマック、日本トレ
クス㈱、コスモ工機㈱、大東工業㈱、㈱東海
理機製作所、㈱黒田精機製作所、伊藤機工
㈱、㈱ビューテック、新日本法規出版㈱、㈱本
間ゴルフ、㈱クロスカンパニー など

㈱スズケン、中北薬品㈱、アルフレッサ㈱、㈱
大塚商会、トヨタL＆F中部㈱、㈱日伝、明治電
機工業㈱、サントリービバレッジサービス㈱東
海・北陸営業本部、LVJグループ㈱ルイ・ヴィトン
ジャパンカンパニー、㈱槌屋、㈱藤栄 など

愛知トヨタ自動車㈱、愛知日産自動車㈱、東

海マツダ販売㈱、岐阜スバル自動車㈱、㈱スズキ自販
中部、トヨタカローラ愛豊㈱、名古屋トヨペット㈱、㈱ヤナ
セ、ブリヂストンリテールジャパン㈱、㈱アルペン、㈱キク
チメガネ、島村楽器㈱、㈱スギ薬局（スギ薬局グルー
プ）、ヘルスインターメソッド㈱、㈱グリーンハウス（グリー
ンハウスグループ）、㈱サークルKサンクス、ユニー㈱、㈱
バロー、マックスバリュ中部㈱、㈱ヤマナカ、㈱カインズ、
㈱エディオン、上新電機㈱、青山商事㈱ 

など

㈱大垣共立銀行、㈱ジャックス、岐阜信用金庫、瀬戸信
用金庫、知多信用金庫、豊川信用金庫、浜松信用金
庫、㈱損害保険ジャパン 、なごや農業協同組合
 など

三井不動産リアルティ㈱、住友不動産販売㈱、三井住
友トラスト不動産㈱、積和不動産中部㈱、イワクラゴー
ルデンホーム㈱、㈱ニッショー など

ANA関西空港㈱、近畿日本鉄道㈱、遠州鉄道㈱、伊勢
湾倉庫㈱、愛知海運産業㈱、アドバンスト・ロジスティッ

クス・ソリューションズ㈱、愛知陸運㈱、㈱サカイ引越センター、
軽急便㈱、大和物流㈱、㈱サイバーコミュニケーションズ、富士
ソフト㈱、日本物流開発㈱ など

㈱ジェイアール東海ホテルズ、㈱ナゴヤキャッスル、ルートインジ
ャパン㈱、リゾートトラスト㈱、東急ステイサービス㈱、ジャパンマ
テリアル㈱、㈱トヨタエンタプライズ、㈱JTB中部、㈱日本旅行、
㈱農協観光、㈱シティツアーズ、クラブツーリズム㈱、名古屋競
馬㈱、㈱トヨタレンタリース名古屋、蒲郡市農業協同組合、めぐ
みの農業協同組合（JAめぐみの）、あいち知多農業協同組合

（JAあいち知多）、西三河農業協同組合、黒部農業協同組合
（JAくろべ）、日本郵便㈱（日本郵政グループ）、日本年金機構、
㈱アスカスポーツ、メディカル・ケア・サービス㈱、㈱ベネッセスタ
イルケア、愛知県厚生農業協同組合連合会 江南厚生病院、医
療法人名南会、長野県厚生農業協同組合連合会長野松代総
合病院、医療法人桂名会 木村病院、医療法人弘遠会
 など

愛知県庁職員、名古屋市役所職員、その他市町村職員、警察
官、消防官 など

全
国
的
に
就
職
状
況
が

 

好
転
傾
向

　職戦線
　
被
災
地
で
は
積
も
っ
た
土
砂
を
シ
ャ
ベ
ル
で

土
嚢
袋
に
入
れ
る
と
い
う
作
業
を
繰
り
返
し

行
い
ま
し
た
。

　一年
前
に
初
め
て
東
北
の
被
災
地
へ
行
き
、

沿
岸
の
閑
散
と
し
た
光
景
を
見
ま
し
た
。そ

こ
で
は
、な
ぜ
も
っ
と
早
く
来
な
か
っ
た
の
か

と
思
い
ま
し
た
。そ
う
い
っ
た
思
い
が
あ
っ
た

中
で
、今
回
広
島
で
災
害
が
起
き
、い
ち
早
く

参
加
し
ま
し
た
。

　
災
害
が
局
所
的
と
い
う
こ
と
も

あ
っ
て
、被
災
さ
れ
た
場
所
を
少
し

離
れ
る
と
普
通
の
暮
ら
し
が
戻
っ
て

い
ま
す
。そ
う
い
っ
た
こ
と
を
考
え
る

と
、同
じ
広
島
に
住
ん
で
い
る
方
で
も

こ
の
災
害
に
関
し
て
意
識
の
違
い
が

生
ま
れ
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

感
じ
ま
し
た
。

　
重
機
が
入
る
こ
と
の
で
き
な
い
と

こ
ろ
は
人
の
力
で
作
業
を
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。作
業
は

力
仕
事
で
１
日
や
っ
て
も
少
し

し
か
進
み
ま
せ
ん
。一緒
に
活
動

を
し
た
人
が「
人
の
手
で
や
る

と
全
然
進
ま
な
い
。ニ
ュ
ー
ス

な
ど
を
見
る
と
勝
手
に
片
付

い
て
い
る
よ
う
な
印
象
を
持
つ

が
、そ
う
で
は
な
く
人
手
が
必

要
だ
と
感
じ
た
。」と
言
っ
て
い

ま
し
た
。私
も
実
際
に
作
業
を

し
て
み
て
、と
て
も
大
変
だ
っ

た
た
め
、も
っ
と
若
い
力
が
必

要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、９
月
２９
・
３０
日
に
行
っ
た

と
き
は
、私
た
ち
以
外
に
学
生
は
殆

ど
お
ら
ず
年
齢
層
が
高
か
っ
た
で
す
。

聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
そ
の
中
で
も

常
連
の
方
が
多
く
、活
動
に
参
加
す

る
人
の
数
も
減
って
き
て
い
る
そ
う
で

す
。現
地
で
は
ま
だ
ま
だ
や
る
べ
き
こ

と
は
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、こ
れ
か
ら

の
こ
と
を
不
安
に
感
じ
て
い
ま
す
。

　
私
は
ボ
ラ
セ
ン
Ｃ
Ｗ
部
災
害
復
興

支
援
チ
ー
ム「
あ
す
な
ろ
」に
所
属
し

て
い
ま
す
。「
あ
す
な
ろ
」は
東
北
の
復

興
支
援
を
中
心
に
活
動
し
、特
に
宮

城
県
七
ヶ
浜
町
と
関
わ
り
を
も
って
い

ま
す
。ま
た
、防
災
に
つ
い
て
多
く
の

方
に
知
っ
て
も
ら
う
活
動
も
し
て
い
ま

す
。Ｓ

-

プ
ラ
ッ
ツ
の
学
生
サ
ポ
ー

タ
ー
と
し
て
、学
内
で
行
わ
れ
る
イ
ベ

ン
ト
の
運
営
な
ど
も
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
いっ
た
活
動
を
通
じ
て
、東
北

を
は
じ
め
と
し
た
被
災
地
の
支
援
活

動
を
継
続
的
に
行
っ
て
い
き
た
い
で

す
。ま
た
、愛
知
県
に
も
大
地
震
が
起

き
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
る
た
め
、

そ
れ
に
備
え
て
、防
災
・
減
災
意
識
を

高
め
て
も
ら
う
活
動
を
行
っ
て
い
き

た
い
で
す
。

広

ボ

     

　島
で
の
被
災
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

行
っ
た
と
伺
い
ま
し
た
。ど
の
よ
う
な

活
動
を
し
ま
し
た
か
？

ま
た
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
よ
う
と

思
っ
た
き
っ
か
け
は
な
ん
で
し
た
か
。

　

 

　

  

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て

感
じ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

今
 後
、さ
ら
に
取
り
組
み
た
い

こ
と
、頑
張
っ
て
み
た
い
こ
と
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

被災地の支援活動と防災・減災意識を高めてもらう
活動を行いたい。［ ］

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

interview 活躍するNGU生

経済学部 経済学科2年

近藤 博紀さん

株式会社等、略させていただきました。

就
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26.10.30
後藤

26.11.7
秋山

26.11.15
ひぐち

学
生
た
ち
の
夢
を
応
援
す
る

教
員
が
熱
く
語
り
ま
す
。

私
の講

義
日
誌
31

理学療法士として最も必要な、

理論的な思考の修得を促します

私
は
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部
で「
運
動

学
演
習
」と「
運
動
器
疾
患
に
対
す
る
運
動
療

法
学
」の
科
目
を
担
当
し
て
い
ま
す
。こ
こ
で

は
、理
学
療
法
士
の
仕
事
と
関
連
付
け
て
科

目
の
目
的
や
意
義
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

理
学
療
法
士
は
、人
間
の
様
々
な
動
き
を
評

価
し
、問
題
点
を
抽
出
し
、そ
の
問
題
点
に
対

し
て
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
職
種
で
す
。理
学
療
法

士
に
な
る
た
め
に
、ま
ず
解
剖
学
や
生
理
学
、

運
動
学
の
知
識
は
必
要
不
可
欠
で
す
。そ
し
て

人
体
の
構
造
を
理
解
し
た
上
で
、理
学
療
法

評
価
を
す
る
た
め
の
専
門
的
な
知
識
・
手
技
・

考
え
方
を
学
び
、さ
ら
に
評
価
か
ら
抽
出
さ
れ

た
問
題
点
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
の
手
段
の一

つ
と
し
て
運
動
療
法
を
学
び
ま
す
。

私
が
担
当
す
る
科
目
の一つ
で
あ
る「
運
動

学
演
習
」は
、評
価
す
る
た
め
の
専
門
的
な
知

識
・
手
技
・
考
え
方
を
学
ぶ
段
階
の
科
目
で
、

身
体
の
動
作
を
、機
器
を
用
い
て
計
測
・
分
析

し
、そ
の
結
果
を
運
動
学
的
に
考
察
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。様
々
な
手
法
を
用
い

て
動
作
を
分
析
す
る
と
、そ
れ
ぞ
れ
の
運
動
の

仕
組
み
を
理
解
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。仮
に

何
か
動
作
に
問
題
が
あ
る
場
合
、そ
の
問
題
の

動
作
に
も
す
べ
て
原
因
が
あ
り
、運
動
の
仕
組

み
が
分
か
っ
て
い
れ
ば
、そ
の
原
因
も
お
の
ず
と

分
か
っ
て
き
ま
す
。「
運
動
学
演
習
」で
は
、実

際
に
動
作
を
計
測
・
分
析
し
、結
果
か
ら
理
論

的
に
運
動
の
仕
組
み
を
理
解
す
る
ま
で
の
過

程
を
実
践
し
、さ
ら
に
自
分
の
考
え
を
、レ
ポ

ー
ト
と
し
て
表
出
す
る
こ
と
を
課
題
と
し
て

課
し
て
い
ま
す
。こ
の
過
程
に
お
け
る
理
論
的

な
考
え
方
を
修
得
で
き
な
い
と
、動
作
に
お
け

る
問
題
点
の
抽
出
は
で
き
ま
せ
ん
。問
題
点
が

間
違
っ
て
い
れ
ば
、そ
れ
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ

も
意
味
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。理
学
療

法
士
と
し
て
最
も
必
要
な
、理
論
的
な
思
考
の

修
得
を
促
す
こ
と
を
常
に
意
識
し
な
が
ら
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

佐藤 菜穂子
さ とう な ほ こ

リハビリテーション学部 講師

動
物
が
苦
手
だ
。

小
さ
い
頃
か
ら
、犬
に
は
必
ず
吠
え
ら
れ
る
。皆
が

「
か
わ
い
い
！
」と
い
う
犬
が
、け
た
た
ま
し
く
、吠
え

る
。ど
の
犬
も
こ
の
犬
も
、た
だ
近
く
を
通
る
だ
け
で
、

何
と
も
憎
々
し
げ
に
吠
え
か
か
る
。犬
め
、許
さ
ん
。

猫
に
も
、全
然
好
か
れ
な
い
。動
物
に
自
ら
近
寄
っ

て
い
く
人
の
、気
が
し
れ
な
い
。ペッ
ト
で
飼
っ
た
こ
と

が
あ
る
の
は
金
魚
だ
け
。吠
え
な
い
か
ら
。

そ
ん
な
私
が
、馬
を
引
く
こ
と
に
な
っ
た
。私
の
住

む
長
久
手
に
は
、警
固
祭
り
と
い
う
伝
統
行
事
が
あ

る
。火
縄
銃
が
2
0
0
挺
ほ
ど
出
て
、発
砲
す
る
の

が
有
名
な
祭
り
で
あ
る
。空
砲
だ
が
、時
代
物
の
銃

が
、大
音
響
と
と
も
に
火
を
噴
く
。町
を
練
り
歩
き

な
が
ら一人
40
発
ほ
ど
撃
つ
の
で
、火
薬
の
量
も
総
計

80
kg
と
、日
本一ら
し
い
。

だ
が
こ
の
祭
り
の
趣
旨
は
町
の
神
社
に
馬
を
奉
納

す
る
こ
と
だ
。だ
か
ら
、馬
を
引
い
て
神
社
に
連
れ
て

行
く
役
目「
馬
附
き
」が
、祭
り
の
主
役
で
あ
り
、鉄

砲
隊
は
そ
の
護
衛
に
す
ぎ
な
い
。馬
附
き
は
道
す
が

ら
、酒
と
肴
の
大
層
な
お
も
て
な
し
を
受
け
る
。

し
か
し
、相
手
は
体
重
5
0
0
kg
を
超
え
る
動

物
。言
う
こ
と
を
、聞
か
な
い
。話
も
通
じ
な
い
。引
っ

張
って
も
、動
か
な
い
。逆
に
、走
り
出
せ
ば
我
々
が
引

き
ず
り
回
さ
れ
る
。こ
の
駄
っ々
子
を
数
名
で
、し
か

も
背
中
に
大
き
な
飾
り
物
を
背
負
わ
せ
て
、引
き
回

さ
ね
ば
な
ら
な
い
。何
週
間
に
も
わ
た
って
断
続
的
に

馴
ら
し・練
習
を
し
て
、本
番
に
臨
む
の
だ
。

当
日
。足
袋
に
ワ
ラ
ジ
だ
か
ら
、踏
ま
れ
れ
ば
足
の

指
は
な
い
。ヤ
ツ
が
ち
ょっ
と
足
を
振
り
ま
わ
す
だ
け

で
、こ
ち
ら
は
体
中
あ
ざ
だ
ら
け
に
な
る
。だ
が
練
習

の
お
か
げ
で
、ど
う
引
け
ば
ど
う
反
応
す
る
か
が
、分

か
っ
て
き
て
い
る
。鉄
砲
の
轟
音
に
驚
き
な
が
ら
も
、

隊
列
の
最
後
尾
を
闊
歩
す
る
馬
。神
社
内
で
疾
駆
さ

せ
る
の
も
う
ま
く
行
っ
た
。最
後
、馬
附
き
の一人
が

足
を
踏
ま
れ
て
指
が
取
れ
そ
う
に
な
っ
た（
そ
の
後
、

手
術
で
つ
な
が
っ
た
）け
れ
ど
も
、無
事一日
を
終
え

た
。あ
と
は
祝
杯
。

動
物
嫌
い
の
私
が
、あ
ん
な
に
デ
カ
い
相
手
を
！

こ
の
歳
で
も
、ち
ょっ
と
し
た
成
長
が
で
き
る
こ
と
に
、

少
し
感
心
。

あ
れ
か
ら
2
年
た
っ
て
、犬
に
は
相
変
わ
ら
ず
吠

え
ら
れ
る
が
、少
し
は
許
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
自
分

を
、感
じ
て
い
る
。人
生
何
事
も
経
験
だ
。

商
学
部
教
授

宝
島 

格

た
か
ら
 じま
 い
た
るオマントー！

 （馬の塔）
E S S A Y 42

t
オ
マ
ン
ト
ー（
馬
の
塔
）
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26.10.30
後藤

26.11.4
秋山

26.11.6
秋山

26.11.15
ひぐち

26.11.18
田畑

算式 '09年度

固定資産
　土地
　建物
　構築物
　機器備品
　図書
　車両
　建設仮勘定
　その他の固定資産
 流動資産
　現預金
　その他の流動資産
 資産の部合計

科  目
資産の部

本年度末 前年度末 増　減

●資金収支計算書（単位：千円、単位未満四捨五入）

固定負債
　長期借入金
　学校債
　退職給与引当金
流動負債
　短期借入金
　未払金
　その他の流動負債
負債の部合計

 負債の部

基本金
基本金の部合計

 基本金の部

翌年度繰越消費支出超過額
消費収支差額の部合計
負債の部･基本金の部及び
消費収支差額の部合計

 消費収支差額の部

学生納付金収入
手数料収入
寄付金収入
補助金収入
資産運用収入
資産売却収入
事業収入
雑収入
借入金等収入
前受金収入
その他の収入
資金収入調整勘定
前年度繰越支払資金
収入の部合計

収入の部
'13年度決算

5,828,179
120,714
47,560

720,582
136,496

0
29,849
98,262

0
1,201,730
1,934,576

△ 1,535,477
4,676,381

13,258,852

人件費支出
教育研究経費支出
管理経費支出
借入金等利息支出
借入金等返済支出
施設関係支出
設備関係支出
資産運用支出
その他の支出
予備費支出
資金支出調整勘定
次年度繰越支払資金

支出の部合計

科  目
支出の部

'13年度決算
3,419,020
1,740,590

435,253
4,368

146,000
1,108,099

107,258
1,373,007

476,722
0

△ 397,390
4,845,925

13,258,852

●貸借対照表 (単位：千円、単位未満四捨五入）

●消費収支計算書関係　財務比率推移
2013年度決算財務比率

学生納付金比率

基本金組入率

人件費比率

教育研究経費比率

管理経費比率

比率名

1

2

3

4

5

No.

81.4

21.7

45.8

29.0

6.3

'11年度

86.2

9.1

53.2

32.9

7.0

'10年度

86.2

7.1

48.3

31.2

5.6

'08年度

83.8

9.9

47.5

30.1

5.6

高低評価

～

△

▼

△

▼

私大平均 財務比率の意味

73.4

11.7

52.8

31.2

9.2

●消費収支計算書（単位：千円、単位未満四捨五入）

学生納付金
手数料
寄付金
補助金
資産運用収入
資産売却差額
事業収入
雑収入

帰属収入合計
基本金組入額合計
消費収入の部合計

消費収入の部
'13年度決算

5,828,179
120,714
58,060

720,582
136,496

0
29,849
99,648

6,993,528
△ 1,321,855

5,671,673

人件費
（内退職給与引当額）
教育研究経費

（内減価償却額）
管理経費

（内減価償却額）
借入金等利息
資産処分差額
予備費
消費支出の部合計
当年度消費支出超過額
前年度繰越消費支出超過額
翌年度繰越消費支出超過額

科  目

科  目

科  目
消費支出の部

'13年度決算

 帰属収支差額

学校法人名古屋学院大学の2013年度決算および2013年度事業報告は、
2014年5月20日に理事会で承認されましたので概要をお知らせいたします。
なお、2013年度計算書類及び2013年度事業報告は、本学ホームページに掲載されておりますのでご参照ください。

学校法人会計は、経営の状況を見る「消費収支計算書」、資金繰りの状況を見る
「資金収支計算書」および財政の状況を見る「貸借対照表」により表示されていま
す。この３つの計算書は相互に密接な関係があり、経営状態の良し悪しは、消費収
支が均衡状態であるか否かが一つの判断基準になります。また、経営状態の結果
は財政の状態を表す貸借対照表上の財務比率や正味財産に影響を与えることと
なります。
2013年度（平成25年度）は、主に法学部の開設による学生数の増加、本学創立
50周年事業である名古屋キャンパス希館の着工と瀬戸キャンパス体育館リニューア
ル工事、地（知）の拠点整備事業（ＣＯＣ事業）並びに未来医療研究人材養成拠点
形成事業や耐震補強等施設整備補助事業といった補助金の採択、本学の基幹シ
ステムであるキャンパスコミュニケーションサービス（ＣＣＳ）再開発（2010年度～2013
年度）の完了などが計算書に表れています。

■資金収支計算書
資金収支計算書は、消費収支項目に積立金や借入金等の外部資金を加えて、

当該会計年度の教育研究活動に対応する全ての資金の収入と支出を明らかにし、
支払資金の顛末を明らかにするものです。当該年度の決算規模は132億5,885万円
となり前年度と比べて22億2,082万円増加しています。この内、次年度繰越支払資
金は48億4,593万円で前年度よりも1億6,954万円増加しています。理論的に期末に
最低保持する支払資金は、第4号基本金（4億1,500万円）、前受金（12億173万円）、
未払金（3億7,331万円）の合計額（19億9,004万円）が必要となりますが、これを大き
く上回っており、資金繰りは十分出来ていると思われます。

■消費収支計算書
消費収支計算書は、消費収入の部合計額（帰属収入合計－基本金組入額合
計）から当該年度に消費する消費支出の部合計額を比べて、当該年度消費収支
差額を算出する構造になっています。これにより当該年度消費収支の均衡状態はど
うか、経営状態の健全性はどうかを見ることができます。
当該年度の決算では、帰属収入が69億9,353万円、基本金に13億2,186万円を組
入れた結果、5億6,549万円の消費支出超過となりますが、学校法人の収益性を表
す指標である帰属収支差額（帰属収入－消費支出）は7億5,636万円（帰属収支差
額比率10.8％）となっています。

■ 貸借対照表
貸借対照表は、会計年度末時点での資産・負債・基本金等の学校法人の財産
状況を表しています。
資産の部合計は276億6,910万円で前年度末と比べて5億8,443万円増加してい

ます。
負債の部合計は41億5,852万円で前年度末比1億7,193万円減少しています。
本法人の2013年度末正味財産（資産の部合計－負債の部合計）は、前年度末

から7億5,636万円増加して235億1,058万円となりました。

学生納付金
帰属収入

人件費
帰属収入

教育研究経費
帰属収入

管理経費
帰属収入

基本金組入額
帰属収入

学生納付金は帰属収入のなかで最大の比重を占めるものであり、各学校法人の自力財源の確保という意味では、
高水準で安定的に推移するのが好ましい。

大学の諸活動に不可欠な資産充実のためには、基本金組入額が大きく、またこの比率が高いことが望ましい。
自己資金充実のためには、この比率が高いほど好ましい。

人件費は消費支出のうち最大の部分を占めており、この比重が高いと消費支出全体を膨張させ、
支出超過を招く場合もある。低いほど好ましい。

教育研究経費の帰属収入に対する割合である。教育研究活動の維持・発展のためには、消費収支を圧迫しない限り、
この比率は高いほど好ましい。

管理経費は教育研究活動に支出された以外の経費である。学校法人の運営のため、ある程度の比率は必要だが、
低いほど好ましい。

算式 '09年度

●貸借対照表関係　財務比率推移

固定資産構成比率

固定負債構成比率

自己資金構成比率

固定比率

負債比率

流動比率

総負債比率

比率名

1

2

3

4

5

6

7

No.

83.7

8.0

84.7

98.7

18.0

226.0

15.3

'11年度

83.7

8.6

84.9

98.6

17.8

249.4

15.1

'10年度

82.7

8.3

85.4

96.9

17.2

271

14.6

'08年度

86.6

8.8

84.1

103.0

19.0

186.2

15.9

高低評価

▼

▼

△

▼

▼

△

▼

私大平均 財務比率の意味

86.7

7.2

87.2

99.5

14.7

237.1

12.8

固定資産
総資産

自己資金
総資金

固定資産
自己資金

総負債
自己資金

流動資産
流動負債

総負債
総資産

固定負債
総資産

有形固定資産とその他の固定資産を合計した固定資産の総資産に占める構成割合である。この比率は流動資産構成比率とともに、資産構成のバランスを全体
的に見るための指標となる。資産構成の割合は、各学校法人毎に多様であるため、固定資産の内訳科目毎に分析する必要がある。低い値が良い。

負債構成のバランス及びそれぞれの比重を評価する指標。固定負債の内容は、長期借入金、学校債、退職給与引当金等で
あり、長期に亘って償還又は支払いを要する債務である。高い値は好ましくない。

基本金と消費収支差額を合計した自己資金の総資産に占める構成割合である。この比率は、高いほど財政的に安定してお
り、50％を割ると他人資金が自己資金を上回っていることを示している。高い値が良い。

固定資産がどの程度自己資金で賄われているかを判定する指標、100％未満であれば、固定資産は自己資金で賄われており
望ましいが、100％以上であれば他人資金にも依存していることを示す。低い値が良い。

他人資金である負債総額が自己資金を上回っていないかどうかを見る指標で、100％以下で、低い値ほど望ましい。

短期的に支払を迫られる流動負債に対し、現金預金又は短期的に現金化することのできる資産の割合がどの程度かという
資産流動性、即ち支払能力を判定する指標。150％～200％以上が望ましい。

総資産に対する他人資産の比重を評価する関係比率である。この比率は低いほど良く、50％を超えると負債総額が自己資金を
上回っていることになり、さらに100％を超えると負債総額が資金総額を上回る状態、いわゆる債務超過となる。

（注）1.私大平均は、日本私立学校振興・共済事業団「平成23年度版今日の私学財政」の大学法人（医歯系法人を除く）の平均値　2.高低評価も同資料による　△高い値が良い　▼低い値が良い
 3.総資産＝負債＋基本金＋消費収支差額　4.自己資金＝基本金＋消費収支差額

（単位：千円、単位未満四捨五入）

（単位：千円、単位未満四捨五入）

3,437,025
146,199

2,316,465
575,875
463,798
28,545
4,368

15,509
0

6,237,165
△ 565,492

△ 3,496,111
△ 4,061,603

756,363

（ ）

（ ）

（ ）

'12年度

84.3

5.6

54.4

31.1

7.1

'12年度

82.0

9.1

84.0

97.6

19.0

261.9

16.0

'13年度

83.3

18.9

49.1

 33.1

6.6

'13年度

81.4

8.5

85.0

95.8

17.7

283.3

15.0

会　　費
特別会費
受取利息
前年度繰越金
収入の部合計

科  目
(全学部生)@4,000×5,191名
(４年次生)@5,000×1,187名
預金利息

摘　要
収入の部

予算（Ａ） 決算（Ｂ） 差異（Ａ－Ｂ）

（単位：円）

負債の部　 計

負債の部
2013年度 (a) 2012年度 (b) 

0 0 0

一般積立
預貯金
正味財産の部計
合計

科  目

科  目

正味財産の部
2013年度 (a) 2012年度 (b) 差異 (a) － (b)

（単位：円）●貸借対照表（2014年3月31日）

一般積立引当特定預金
普通・定期預金
郵便貯金
郵便振替
現金
合計

科  目
資産の部

2013年度 (a) 2012年度 (b) 差異 (a) － (b)

2014年度名古屋学院大学父母会予算書（2014年4月1日から2015年3月31日まで）

2013年度名古屋学院大学父母会決算書（2013年4月1日から2014年3月31日まで）

（単位：円）

●収支決算書 （単位：円）

2014年度父母会総会が6月21日（土）、名古屋キャン
パス白鳥学舎において開催されました。第1号議案
「2013年度事業報告および決算に関すること」、第2
号議案「2014年度役員改選に関すること」、第3号議
案「2014年度事業計画および予算に関すること」を
審議し、すべての議案が承認されました。総会終了
後は、木船久雄学長より「大学で何を学ぶか」と題し
て講演会が行われました。その後、場所を食堂に移
し、食事会、学部別懇談会が催されました。なお、
2013年度決算、2014年度予算については、下記をご
覧ください。

2014年度

父母会総会
開催

2013年度

同窓会
決算書

   22,524,715 22,213,428 311,287
   3,651,094 3,651,094 0
   10,061,056 9,988,745 72,311
   661,878 704,218 △ 42,340
   293,850 318,221 △ 24,371
   2,187,825 2,170,667 17,158
   42,008 14,048 27,960
 556,594 0 556,594
   5,070,410 5,366,435 △ 296,025
   5,144,386 4,871,241 273,145
   4,845,925 4,676,381 169,544
   298,461 194,860 103,601
   27,669,101 27,084,669 584,432
   
   2,342,817 2,470,813 △ 127,996
   255,500 401,500 △ 146,000
   0 0 0
   2,087,317 2,069,313 18,004
   1,815,707 1,859,642 △ 43,935
   146,000 146,000 0
   373,307 382,776 △ 9,469
   1,296,400 1,330,866 △ 34,466
   4,158,524 4,330,455 △ 171,931
   
   27,572,180 26,250,325 1,321,855
   27,572,180 26,250,325 1,321,855
   
 △ 4,061,603 △ 3,496,111 △ 565,492
 △ 4,061,603 △ 3,496,111 △ 565,492   
   27,669,101 27,084,669 584,432

 20,944,000 20,764,000 180,000
 6,010,000 5,935,000 75,000
 5,000 4,045 955
 11,415,722 11,415,722 0
 38,374,722 38,118,767 255,955

 28,600,000 31,000,000 △ 2,400,000

 21,272,568 14,628,860 6,643,708

 4,408 4,408 0

 659,575 167,815 491,760

 62,512 50,803 11,709

 50,599,063 45,851,886 4,747,177

 28,600,000 31,000,000 △ 2,400,000
 21,999,063 14,851,886 7,147,177
 50,599,063 45,851,886 4,747,177
 50,599,063 45,851,886 4,747,177

●貸借対照表（2014年3月31日） （単位：円）

50周年記念事業（卒業記念事業）積立金
定期預金
普通預金
資産の部合計

科  目
資産の部

2013年度末 2012年度末 増　減

2012年度末 2011年度末 差　異
期末未払金
負債の部計

科  目
負債の部

 1,050  1,050  0
 1,050  1,050  0

50周年記念事業（卒業記念事業）積立金
預貯金
正味財産の部計
負債の部・正味財産の部合計

科  目
正味財産の部

 11,850,000 5,915,000 5,935,000
 7,599,971 11,414,672 △ 3,814,701
 19,449,971 17,329,672 2,120,299
 19,451,021 17,330,722 2,120,299

2013年度末 2012年度末 増　減

2013年度末 2012年度末 増　減

 11,850,000  5,915,000  5,935,000
 7,000,000  7,000,000  0
 601,021  4,415,722  △ 3,814,701
 19,451,021  17,330,722  2,120,299

（単位：円）

前期繰越金
会費収入　

一般積立取崩し
受取利息
45周年会費収入
合計

科  目

23,740,000円（1,187名）
終身70,000円　会費6,000円

備　考
収入の部

予算額（a) 決算額（b) 差異 (a) － (b)
 14,851,886 14,851,886 0
 22,000,000 23,816,000 △ 1,816,000
   
 2,400,000 2,400,000 
 3,000 6,199 △ 3,199
 450,000 416,000 34,000
 39,704,886 41,490,085 △ 1,785,199

●収支決算書（2013年4月1日から2014年3月31日まで）

（単位：円）

備　考
人件費
通勤手当
交通旅費
通信費
事務用品費
什器備品費
慶弔費
会議費
広告宣伝費
卒業記念品費
学生活動補助費
広報活動費
情報活動費
事業費
特別事業費
支部活動費
大学協力費
業種別事業費
雑費
一般積立金
予備費
支出計
次期繰越金
合計

職員2名分
職員2名分
理事会,代議員会出席旅費
電話、FAX、郵便
トナー、封筒、ファイル、用紙
パソコン１台、椅子４脚
御儀、弔電
代議員会２回、理事会9回
敬愛広告料
記念品1,350個
大学祭,クラブ表彰,
会報発行32,000部
ホームページ管理更新

４５周年記念事業

支部活動費、支部会補助、案内状発送
卒業式祝花
不動産部会活動費
振込手数料、修理費

科  目
支出の部

予算額（a) 決算額（b) 差異 (a) － (b)
 2,250,000 1,637,875 612,125
 270,000 261,550 8,450
 520,000 431,980 88,020
 200,000 139,385 60,615
 200,000 114,505 85,495
 400,000 290,464 109,536
 200,000 24,074 175,926
 800,000 727,409 72,591
 100,000 100,000 0
 3,250,000 3,373,650 △ 123,650
 3,000,000 2,855,775 144,225
 5,900,000 5,368,471 531,529
 500,000 155,505 344,495
 3,600,000 2,067,376 1,532,624
 3,400,000 1,152,083 2,247,917
 1,000,000 611,139 388,861
 200,000 10,716 189,284
 100,000 100,000 0
 100,000 69,065 30,935
 0 0 0
 500,000 0 500,000
 26,490,000 19,491,022 6,998,978
 13,214,886 21,999,063 △ 8,784,177
 39,704,886 41,490,085 △ 1,785,199

学業奨励金 2,000,000 
（@20,000×100名） 
父母宛成績送付補助 3,123,227 
父母懇談会会場補助 2,128,558 
資格取得奨励金等 213,000 
資格試験等受験補助 368,555 
資格講座費用補助 811,000 
合計 8,644,340 

※1　学生修学等補助

※6 50周年記念事業のため2012～2014年度卒業
 記念事業分を積立中。

体育会フレッシュマンキャンプ 152,640 
体育会/文化会リーダース研修会 769,092 
大学祭補助 2,500,000 
卒業パーティー補助 2,500,000 
合計 5,921,732 

※2　学生行事補助

クラブ備品援助  3,656,431 
教職員指導補助  1,348,501 
クラブ遠征補助 834,792 
テ－ピング講習会補助  73,500 
合計 5,913,224 

※3　課外活動補助

父母対象就職説明会補助 364,088 
合計 364,088 

※4　就職活動補助

美術館観覧料補助 710,000 
合計 710,000 

※5　学生厚生費補助

摘　要
学生教育活動費
　学生修学等補助
　学生行事補助
　課外活動補助
　就職活動補助
学生厚生費
　学生厚生費補助
運営費
　会議費
　事務用品費
　備品費
　印刷費
　郵便費
　慶弔費
　雑費
50周年記念事業積立金
会員親睦事業
予備費
前期末未払金支払支出
期末未払金
次年度繰越金
支出の部合計

役員会、総会
ファイル他

総会、講演会開催案内,手提袋
総会案内、コズモラマ等送付
学生・父母・教職員対象
振込手数料、入学式祝花
卒業記念事業積立（2年目）※6

会場費等

振込手数料
振込手数料

科  目
支出の部

予算（Ａ） 決算（Ｂ） 差異（Ａ－Ｂ）
20,750,000
8,900,000
5,950,000
5,300,000

600,000
800,000
800,000

3,300,000
500,000
100,000
100,000
600,000

1,600,000
300,000
100,000

6,010,000
500,000

1,000,000
1,050

0
6,013,672

38,374,722

［ ］

［ ］

［ ］

［ ］
［ ］
［ ］
［ ］
［ ］
［ ］

△ 93,384
255,660
28,268

△ 613,224
235,912
90,000
90,000

625,593
182,375
92,751

100,000
△ 65,805

128,167
109,000
79,105
75,000

145,045
1,000,000

0
1,050

△ 1,587,349
255,955

［ ］

［ ］

［ ］

［ ］
［ ］
［ ］
［ ］
［ ］
［ ］

20,843,384
8,644,340
5,921,732
5,913,224

364,088
710,000
710,000

2,674,407
317,625

7,249
0

665,805
1,471,833

191,000
20,895

5,935,000
354,955

0
1,050

△ 1,050
7,601,021

38,118,767

［ ］

［ ］

［ ］

［ ］
［ ］
［ ］
［ ］
［ ］
［ ］

※1

※2

※3

※4

※5

学業奨励金 2,000,000
（@20,000×100名） 
父母宛成績送付補助 3,100,000
父母懇談会会場補助 2,100,000
資格取得奨励金等 400,000
資格試験等受験補助 400,000
資格講座費用補助 900,000
合計 8,900,000

※1　学生修学等補助

体育会フレッシュマンキャンプ 150,000
体育会/文化会リーダース研修会 800,000
大学祭補助 2,500,000
卒業パーティー補助 2,500,000
合計 5,950,000

※2　学生行事補助

クラブ備品援助  3,000,000
教職員指導補助  1,200,000
クラブ遠征補助 1,000,000
テ－ピング講習会等補助  100,000
合計 5,300,000

※3　課外活動補助

父母対象就職説明会補助 500,000
合計 500,000

※4　就職活動補助

美術館観覧料補助 710,000
合計 710,000

※5　学生厚生費補助

摘　要
学生教育活動費
　学生修学等補助
　学生行事補助
　課外活動補助
　就職活動補助
学生厚生費
　学生厚生費補助
運営費
　会議費
　事務用品費
　備品費
　印刷費
　郵便費
　慶弔費
　雑費
50周年記念事業積立金
50周年記念事業
　卒業記念事業
　卒業記念事業
会員親睦事業
予備費
前期末未払金支払支出
次年度繰越金
支出の部合計

役員会、総会
コピー用紙、メールシール他

総会開催案内通知
総会案内、コズモラマ等
学生・父母・教職員対象
振込手数料他

50周年記念事業積立（3年間）
2012、2013年度積立金
2014年度分

振込手数料

科  目
支出の部

2014予算① 前年度予算② 差異①ー②
20,750,000
8,900,000
5,950,000
5,300,000

600,000
800,000
800,000

3,300,000
500,000
100,000
100,000
600,000

1,600,000
300,000
100,000

6,010,000
0
0
0

500,000
1,000,000

1,050
6,013,672

38,374,722

［ ］

［ ］

［ ］

［ ］
［ ］

［ ］
［ ］
［ ］
［ ］

△ 100,000
0
0
0

△ 100,000
△ 90,000
△ 90,000

△ 200,000
0

△ 50,000
△ 50,000

0
0

△ 50,000
△ 50,000

△ 6,010,000
17,665,000
11,850,000
5,815,000

0
0
0

△ 3,056,701
8,208,299

［ ］

［ ］

［ ］

［ ］

［ ］
［ ］
［ ］
［ ］

20,650,000
8,900,000
5,950,000
5,300,000

500,000
710,000
710,000

3,100,000
500,000
50,000
50,000

600,000
1,600,000

250,000
50,000

0
17,665,000
11,850,000
5,815,000

500,000
1,000,000

1,050
2,956,971

46,583,021

［ ］

［ ］

［ ］

［ ］

［ ］
［ ］
［ ］
［ ］

※1

※2

※3

※4

※5

会　　費
特別会費
50周年記念事業積立金繰入収入
受取利息
前年度繰越金
収入の部合計

科  目
(全学部生)@4,000×5,328名
(４年次生)@5,000×1,163名

預金利息

摘　要
収入の部

2014予算① 前年度予算② 差異①ー②
 21,312,000 20,944,000 368,000
 5,815,000 6,010,000 △ 195,000
 11,850,000 0 11,850,000
 5,000 5,000 0
 7,601,021 11,415,722 △ 3,814,701
 46,583,021 38,374,722 8,208,299

差異 (a) － (b)
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後藤
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奥村

インフォメーション

10
月
25
日（
土
）、26
日（
日
）に
第
50
回
名

学
大
祭
を
開
催
し
ま
し
た
。

模
擬
店
を
は
じ
め
ス
テ
ー
ジ
企
画
、教
室
展
示

等
の
イ
ベ
ン
ト
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

ま
た
、今
年
も「
ご
み
箱
ゼ
ロ
」の
取
組
を
実

施
。学
内
の
ご
み
箱
撤
去
や
リ
ユ
ー
ス
食
器
の
使

用
な
ど
を
通
し
て
エ
コへの
意
識
を
高
め
ま
し
た
。

ご
来
場
く
だ
さ
っ
た
皆
様
、あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

10
月
11
日（
土
）に
第
8
回
瀬
戸
キ
ャ
ン
パ
ス

祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、学
生
に
よ
る
ラ
イ

ブ
や
ダ
ン
ス
の
ス
テ
ー
ジ
企
画
、模
擬
店
な
ど
大

盛
況
。今
年
度
も「
Ｂ
Ｌ
Ｓ（
１
次
救
命
処
置
）

講
習
会
」な
ど
、瀬
戸
キ
ャ
ン
パ
ス
ら
し
い
企
画

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

ご
来
場
く
だ
さ
っ
た
皆
様
、あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

第
50
回
名
学
大
祭
を
開
催

テ
ー
マ
は「
架
〜
次
へ
つ
な
ぐ
橋
〜
」

第
8
回
瀬
戸
キ
ャ
ン
パ
ス
祭
を
開
催

テ
ー
マ
は「
Ｗ
Ａ
Ｏ
！（
輪
を
）

〜
結
ん
だ
手
と
手
〜
」

E
S
D
関
連
事
業
、行
事
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
名
古
屋
国
際
会
議
場
周
辺
の
イ
ン
フ
ォ

メ
ー
ション
マッ
プ（
英
語
）作
成

国
際
会
議
場
周
辺
の
英
語

マ
ッ
プ（
英
語
版
・
日
本
語

版
）を
作
成
。E
S
D
実
行

委
員
会
と
も
連
携
し
、

E
S
D
公
式
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

に
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
E
S
D
併
催
イ
ベン
ト「
あ
い
ち・な
ご
や

E
S
D
交
流
フェス
タ
」に
ブ
ー
ス
出
展

テ
ー
マ
を「
熱
田
区

の
持
続
的
な
発
展

に
貢
献
す
る
！
」と

し
、周
辺
の
英
語

観
光
ガ
イ
ド
や
本

学
の
E
S
D
活
動

を
紹
介
す
る
な
ど

し
ま
し
た
。

◆
E
S
D
エ
ク
ス
カ
ー
ション

「
白
鳥
庭
園
コ
ー
ス
」に
参
加

エ
ク
ス
カ
ー
ション
参
加
者
に
、白
鳥
庭
園
英
語
ガ

イ
ド
や
抹
茶
体
験
企
画
を
実
施
、学
生
に
よ
る

琴・三
味
線
の
演
奏
も
さ
れ
ま
し
た
。

◆
E
S
D
交
流
セ
ミ
ナ
ー

E
S
D
大
学
生
リ
レ
ー・シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
行
わ

れ
た
活
動
報
告
と
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
発
表
、

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

E
S
D
ユ
ネ
ス
コ
世
界
会
議

関
連
行
事
を
開
催

◆
E
S
D：持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
教
育

（Education for Sustainable Developm
ent 

の
略
）

2014年度も、さまざまなクラブが優秀な成績を収めました。
主な実績は次の通りです。

将
来
、公
立
・
私
立
学
校
で
教
鞭
を
と
る
こ

と
を
目
指
す
皆
さ
ん
に
必
要
な
支
援
が
で
き

る
よ
う
10
月
1
日（
水
）に
瀬
戸
キ
ャ
ン
パ
ス
に

て
開
設
し
ま
し
た
。名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い

て
は
2
0
1
5
年
春
に
開
設
予
定
で
す
。教

員
を
志
望
す
る
学
生
の
夢
を
実
現
で
き
る
よ

う
バッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

教
職
セ
ン
タ
ー
開
設

2014年度

名学大祭の様子▲

▲瀬戸キャンパス祭の様子

12
月

  1日（月） クリスマスツリー点灯
10日（水） 学生部長表彰【名古屋】
11日（木） 学生部長表彰【瀬戸】
22日（月） 大学クリスマス礼拝【名古屋】
 24日（水） 冬季休暇[～1月7日（水）まで]
25日（木） 大学クリスマス礼拝【瀬戸】
  NGUチャペルコンサート【瀬戸】 
    8日（木） 秋学期授業再開
22日（木） 秋学期定期試験[～2/4（水）まで]
  4日（水） 秋学期授業終了

  9日（月）   集中講義[～20日（金）]
  本学主催ＯＢ・ＯＧ業界セミナー
  [～13日（金）まで]

  9日（月）  本学主催合同会社説明会
  [～20日（金）まで
  （14日（土）・15日（日）は除く）]
13日（金） 卒業確定者公示
21日（土） 学位記授与式
  秋学期修了

行事予定2014年 12月～ 2015年 3月

「宇宙」や「世界」を表すCOSMOS（コスモス）
とPANORAMA（パノラマ）との合成語。
19世紀にロンドンの街角でしばしば行われた
世界各地の様子をのぞきみせるショーの名称
として使われたのが最初。世界の動きに興味
を持ち、大きな視点に立ってそれを見渡すこ
とができるようにとNGU NEWSの愛称に採
用しました。

COSMORAMA（コズモラマ）の由来

名古屋学院大学
公式facebookページでも
様々な情報を発信しています。
学生の活動やキャンパスの様子等を
中心に最新の情報を
発信していますので
ぜひご覧ください。

1
月

2
月

3
月

●2014年度クラブ活動結果報告（2014年10月末現在）

団 

体

個

　
　人

馬術部

男子バスケットボール部
準硬式野球部
女子バレーボール部

馬術部

男子バスケットボール部
女子バスケットボール部
準硬式野球部
女子バレーボール部
日本拳法部

ボクシング部

少林寺拳法部

団体2位
団体2位

1位
1位
1位
2位
2位

準優勝
優勝

優秀賞
最優秀賞（2名）
全国大会出場

3位
2位
1位

中障害飛越競技
三種目総合成績
団体3位
1位（2部優勝）
1部昇格

障害飛越競技110　　　　　
障害飛越競技80
障害飛越競技60
中障害飛越競技
総合馬術競技
優秀選手賞/得点王/リバウンド王/新人王（2名）
優秀選手賞
最優秀選手賞/最優秀投手/首位打者賞/本塁打賞（3名）/ベストナイン（4名）
スパイク賞/サーブレシーブ賞/セッター賞
優勝（全国大会出場）
フライ級　
バンタム級
自由組演武　大学の部
立会評価法の部

男子単独演武二段以上の部　 
男子自由組演武二段以上の部　　
男子立会評価法の部　重量級

クラブ名 大会名 順　位種　目

クラブ名 大会名 順　位種　目

第48回中部学生自馬競技会

第52回東海学生バスケットボール選手権大会 
平成26年度春季リーグ戦
第137回東海大学男女バレーボールリーグ戦　春季大会 

2014愛知県馬術大会

第23回愛知学生トライアル競技会

第48回中部学生自馬競技会

第52回東海学生バスケットボール選手権大会
第52回東海学生バスケットボール選手権大会
平成26年度春季リーグ戦
第137回東海大学男女バレーボールリーグ戦　春季大会
第54回中部日本学生拳法選手権大会

平成26年度中部学生トーナメント

2014年度　愛知県少林寺拳法大会

第50回少林寺拳法東海学生大会

11
月
10
日（
月
）か
ら
12
日（
水
）に
名
古
屋

キ
ャ
ン
パ
ス
に
隣
接
す
る
名
古
屋
国
際
会
議
場
に

て「
Ｅ
Ｓ
Ｄ
ユ
ネ
ス
コ
国
際
会
議
」が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

本
学
も「
地（
知
）の
拠
点
整
備
事
業

（
C
O
C
）」の一環
と
し
て
、Ｅ
Ｓ
Ｄ
併
催
イ
ベ
ン

ト「
あ
い
ち
・
な
ご
や
Ｅ
Ｓ
Ｄ
交
流
フ
ェ
ス
タ
」に

ブ
ー
ス
出
展
を
す
る
な
ど
、こ
の
国
際
会
議
に
大

き
く
関
わ
り
、学
生
が
学
び
を
深
め
る一助
と
な

り
ま
し
た
。

ま
た
、11
月
9
日（
日
）

に
開
催
さ
れ
た「
Ｅ
Ｓ
Ｄ

大
学
生
サ
ミ
ッ
ト
」（
中
部

Ｅ
Ｓ
Ｄ
拠
点
協
議
会
主

催
）に
本
学
か
ら
2
チ
ー

ム
が
出
場
し
、取
り
組
み
の
成
果
を
発
表
し
ま

し
た
。こ
の
サ
ミ
ッ
ト
は
、2
0
1
4
年
1
月
か

ら
７
回
に
わ
た
り
、愛
知
県
下
の
大
学
生
が
参

加
し
て
実
施
さ
れ
た「
Ｅ
Ｓ
Ｄ
大
学
生
リ
レ
ー・

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」で
各
回
の
最
優
秀
チ
ー
ム
が

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョン
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

﹇
本
学
参
加
チ
ー
ム
﹈

〈
テ
ー
マ
〉フェア
ト
レ
ー
ド
推
進
に
お
け
る
ビ
ッ
グ・

　
　
　
 テ

ン
ト・ア
プ
ロ
ー
チ
と
ま
ち
づ
く
り

第
4
回「
経
済
と
持
続
可
能
性
」

（
7
月
5
日（
土
）開
催
）最
優
秀
賞

〈
テ
ー
マ
〉Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
減
災
ま
ち
づ
く
り

第
6
回「
災
害
と
持
続
可
能
性
」

（
8
月
23
日（
土
）開
催
）最
優
秀
賞

主なクラブ活動実績

Information

●
マ
イ
ル
ポ
ス
ト
ク
ラ
ブ
／
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド

　チ
ー
ム（
経
済
学
部
・
水
野
晶
夫
教
授
）

●
伊
藤
ゼ
ミ
生（
商
学
部
・
伊
藤
昭
浩
准
教
授
）

古田 義道
一期一会、大学4年間、様々な出会いが
待っています。一つ一つの出会いを大切
にしてください。

入学センター
ふるた よしみち

宮原 みちよ
就職は人生の分岐点。自分の価値観を
大切に幸せな未来へのお手伝いをさせ
てください。

キャリアセンター
みやはら みちよ

平松 正幸
7月に監査室が設置されました。大学業
務が適正で効率的に運営されているか
監査します。

監査室
ひらまつ まさゆき

2014年度新任教職員紹介
2014年度新任教員

2014年度新任職員

越智 祐子
美しい構内で、みんな楽しそうですね。
貴重な4年間、ぜひ一緒に勉強しましょう！

経済学部
おち ゆうこ

▲英語ガイドをつとめた皆さん

14 13
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